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　携帯電話やインターネットに代表される現代の高
度情報化社会を担っているのは，シリコンをはじめ
とする半導体材料である。シリコン中の電子は，電
子間相互作用の弱い極限で運動しており，バンド理
論と呼ばれる固体物理学の基本理論で説明できる。
近年，シリコンなど半導体の対極にある電子間相互
作用の強い物質，いわゆる「強相関伝導系」に注目
が集められている。そこでは，電子の運動エネルギ
ーと電子間に働くクーロン相互作用との大小が物性
を支配しており，その境界（量子臨界点）の近くで，
超伝導，巨大磁気抵抗，非フェルミ液体などのきわ
めて多彩な物性が出現することが最近の研究でわか
ってきた。今後も多彩な物性が生み出されるものと
考えられ，次世代の社会基盤を担っていく材料とな
ることが期待されている。
　これらの物性は，電気抵抗や帯磁率などの熱力学
的な測定に主に現れるが，その起源は，物質のフェ
ルミ準位のごく近傍の電子状態が担っている。その
電子状態を区別して直接観測できるのが，光反射・
吸収や光電子分光などの光学測定である。私たちの
研究グループは，UVSOR-II や SPring-8 などのシン
クロトロン光を使って，強相関伝導系の分光研究を
行っている。シンクロトロン光は，テラヘルツ・遠
赤外からＸ線まで切れ目のない連続な光であり，か
つ高輝度でかつ偏光特性に優れており，実験室とは
違ったまったく新しい分光実験を行うことができ
る。私たちが現在行っているテーマは，以下のもの
である。

①極低温・高圧・高磁場環境下赤外・テラヘルツ分
光による電子状態の研究

②高分解能角度分解共鳴光電子分光による電子状態
の研究

①の方法論は私たちのグループが世界に先駆けて開
発したものであり，赤外・テラヘルツシンクロトロ
ン光を用いることで初めて実現が可能な分光法であ
る。多重極限環境下では多彩な物性が観測されてお
り，そこには新しい物理があると考えられ，その本
質を調べている。また②では UVSOR-II の可変偏光
アンジュレータを光源として，電子軌道を分離した
光電子分光装置を新たに設置し，研究を行っている。

（図参照）以上２つの実験に第一原理電子状態計算
を組み合わせることで，物性の起源である電子状態
を，光電子分光による電子占有状態ばかりでなく非
占有状態も含めて総合的に調べ，今後の新奇物性開
発の指標とすべく研究を進めている。
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